
担当：石橋和典 授業数：
４時間/週

年間授業：
１２０時間

月 週 到達目標 評価方法 使用教材
1

説明プリント

2 「学習発表会」の概要の理解 過去作品の資料 ・PC実習

・出力確認作業

3 アイデアスケッチ（１）の提出 （出力＝印刷）

4 アイデアスケッチ（２）の提出

5 アイデアスケッチ（３）の提出 提出された課題
内容

6 説明プリント ・PC実習
途中段階の確認と完了 過去作品の資料 ・出力確認作業

7 （納得のいくまで何度も行う）

8 「下描き」の完成と提出「下描き」の完成度

説明プリント ・PC実習

9 過去作品の資料 ・出力確認作業

10

11
作品の完成（８月末まで） 提出された課題

内容1 説明プリント ・PC実習

発表のための準備完了 過去作品の資料 ・出力確認作業
2

すべての提出（以下）

3 ・完成作品（額装済み） 提出された課題
内容・それ以外の提出

4 （キャプション、説明文など）

期限までの提出 完成作品の内容

5
説明プリント 各学生主体による制作

6 過去作品の資料

7 ・PC実習
・出力作業

8 ・レポート確認
（上記を繰り返し行う）

9

10

11

12

13 ・企画立案できる
・進行計画を作れる

14 ・スケジュール通りの制作

15

16

17

18

19

20 作品の完成
出力、組み立て作業

21 完成形態への到達

22 期限までの提出 オリジナル作品の内容

項目 期末試験 平常試験 課題提出率 課題内容 出欠状況 授業態度

割合 0.2 0.5 0.2 0.1

平常試験：授業内に実施する試験　　課題：実習，演習，宿題等　　課題提出：課題の提出率　　課題内容：課題の出来具合

上段の評価：評価する時期と評価方法を必ず記入

６）作品集にしても可

以下進行

１）ラフスケッチ

４）制作に入る
↓

５）途中確認

↓
２）　１）のブラシアップ

７）プレゼンテーション
↓

↓
３）進行計画を確立する

↓

↓
６）完成

２）各自のオリジナリティーを追求する

最終課題（自由制作） 以下をふまえること
１）学習発表会（方向性）の延長と考える

・各年によって多少の変動あ ・キャプション等の準備

・正確なスケジュールは授業
すべての完成（９月第一週まで）

「学習発表会」の展示準備

・夏休み授業の可能性あり

（校内展示の場合） 展示のための総まとめ作
・夏休み宿題の提出（作品の

・プレゼンの準備
（注） ・作品の出力作業
・この９月のスケジュールは

年間教授計画　　2023年度　（４月～２月）

教科書：なし

4
月

6
月

5
月

ｸﾗｽ：　２　年　　J組
学科：クリエイター科
ｺｰｽ：イラストレータ

科目：作品研究Ⅱ

「学習発表会」作品制作 導入
・課題の説明と確認

（９月実施の「学習発表会」に

「アイデア」の確認（４月初旬〜）

・案１（改）→確認作業
（納得のいくまで続ける）

・最終確認→完了→「下描き」へ進む

「下描き」制作（４月下旬〜）
・ラフスケッチの制作

「下描き」の締め切り

「彩色」制作（６月初め〜）
・同寸サイズで出力して確認

授業概要：：9月中旬に実施される「学習発表会」のための作品制作を中心に、１年時から積み上げてきたオリジナルイラストレーションの総
まとめを行う。創る目的、見せ方などを問いながら、創る側として必要な感覚と意識、そして技術の向上を追求していく。（前期/「デジタルイ
ラストレーション」「コンテンツ応用」と同時進行）

最終到達目標：前半/満足のいくオリジナル作品を制作し、それを第３者が理解できる発表を心がける。　後半/前半に引き続き、新たな自
己表現を追求する。

7
月

・夏休みの宿題（作品を説明した文章など）

３）ターゲット等の制約設定は自由

４）（質と量/時間）を意識する事

５）展示を前提とする

成績
評価
方法

中　　項　　目大　項　目

資格取得等

1
月

9
月

2
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

授業方法

・スケジュールの確認
作品制作）・・・「デジタルイラス

ン」、「コンテンツ応用」と同時

・案１→確認作業

・同寸サイズで出力して確認

（納得のいくまで続ける）


